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東電福島第一原子力発電所事故後初期に測定され公開済みのデータ解析による

放射性希ガス(Xe-133)の動態

Dynamics of atmospheric Xe-133 by analyzing published data measured in the early period 

after the Fukushima accident 

リモート・センシング技術センター*1，東京大学先端科学技術研究センター*2

○鶴田 治雄*1，宮坂 貴文*2，中村 尚*2

(TSURUTA, Haruo*1; MIYASAKA, Takafumi*2; NAKAMURA, Hisashi*2) 

1. はじめに 2011 年 3 月の東電福島第一原子力発電所(以下、原発と記す)事故後初期の大気中におけ

る放射性プルームについて、これまで放射性セシウム(Cs-134, Cs-137)と放射性ヨウ素(I-131)について

発表した 1,2)。今回は、事故後に複数の研究機関が独自に測定あるいは解析された放射性希ガス(Xe-133)

に焦点をあて、その大気中での動態とソースタームについての検討結果を報告する。

2. 方法 使用した Xe-133 の公開済みのデータは次の３つである。茨城県が東海・大洗地区の原子力

施設周辺に設置したモニタリングステーション(MS)で得られた波高分布データ 3)の解析結果 4)。日本分

析センター(JCAC)が千葉県千葉市内の敷地内に設置した Ge 検出器で直接測定したデータ 5)。東京都健

康安全研究センターが新宿に設置したモニタリングポスト(MP)で得られた波高分布データの解析結果

6)。なお理化学研究所和光キャンパスで測定されたデータ 7)は、3 月 16 日以降なので今回は利用しなか

った。また、高濃度を測定した地点に到達した大気塊の流跡線解析を行ない、ソースタームの検討を行

った。なお、国・自治体の MP で得られた空間線量率(RD)及び気象庁の AMeDAS などのデータは随時

利用した。

3. 結果および考察 大気中の Xe-133 の高濃度は、まず 2011 年 3 月 15 日 10 時半から 12 時にかけて

茨城県東部沿岸域の茨城県の MS で RD が上昇した間(最大 2.1 µSv h-1 )、その波高分布データの解析

により測定された 4)。その後、千葉県千葉市の JCAC で RD がピーク(0.49 µSv h-1)を示した 16 時前後

に検出された 5)。さらに 17 時半頃から 20 時頃に東京都新宿の MP で RD が上昇し(0.46 µSv h-1)、波

高分布データの解析により大きな係数率の Xe-133 が測定された 6)。なお AMeDAS データによれば、3

月 15 日の午前中から午後にかけて関東地方では北東から東寄りの風が吹き続けていた。これらの測定

データに共通したことは、RD がピーク時の現象であり、さらにその前後に測定された高濃度の Cs-137

を含むプルームに比べて、Xe-133 が Cs-137 や I-131 濃度に比較して相対的に高かったことである。流

跡線解析結果によれば、茨城県東部沿岸域の MS 地点に正午前後に到達した大気塊は、原発を 15 日 5-

6 時頃出発したと推定された。また、千葉市に 16 時に到達した大気塊は 15 日 5 時前後に原発を出発し

たと推定された。これらの結果は、3 号機から排気管を通して 4 号機に流入したベントガスが大気中に

放出された 8)ことによる可能性を示唆している(3月 15日 6時 15分には 4号機で水素爆発が発生)ので、

さらに詳細な検討が必要である。
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